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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はソーナ- の開発 ･運用上の基礎資料としての海中音波の伝搬特性を調査することを 目的 と し
て, 主として関東近海において 5KCパルス変調信号を用いて行なったわが国でははじめての遠距離音波
伝搬の実験結果と, それに対する理論的考察をまとめたもので, 音波伝搬に関連 した モーゆらぎ" , 雑音,
残響等に関する実験結果をもあわせて記述してあり, 全篇は8 葦よりなっている｡












が生 じ, チャンネル中に集束による音線密度の大きい焦線 (Caustics)が形成されることになるが, 著者
はその実在を実験的に確認し, そのチャンネル中の音場を幾何光学的理論をもとにして計算し, その計算
結果が実測値とよく一致することを示している｡ また音速傾度が負のときは音線は海底の方向に屈折する













実測した結果をのべているQ 信号のゆらぎについてはゆらぎの大きさ, 確率分布などについて考察 を加










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨







本論文の中心をなす部分は第 4 章と第 5 茸であるが, 第 4 葦においては深い海の音波伝搬特性を扱って
いる｡ まず深い海洋中において垂直方向の音速傾度が正の場合, すなわち音速が深さとともに増大する場
合には, 音線は上方に屈折するので, いわゆる表層チャンネルが形成され, チャンネル中に集束による音







い Shadowzoneが形成されることになるが, 著者はこの zoneの存在を夏季における海洋実験で確かめ






第 5 章では浅い海の音波伝搬特性について述べているが, 比較的浅い海の伝搬特性を求めるために, 実
験場として相模湾近海を選び, 同一海域で季節を変えて実験を行ない, 音波傾度の異なる三つの場合の伝




構を解明するとともに, 伝搬に伴う信号の モゆらぎ'' , 海洋中の自然騒音, あるいは残響など, 関連する
問題にも検討を加え, その実態を明らかにしているが, 著者の採用した実験技術やデータ処理技術にも,
著者独自の考案にもとずく新らしい方法が採用されており, その成果はソーナーの設計運用上大きい貢献
をするだけでなく, 海洋開発という見地からも学術上, 実際上寄与するところが少くない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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